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館
平
川
南
氏
か
ら
多
大
の
ご
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れ
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ち
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こ
の
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の
移
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本
木
簡
は
、
こ
れ
ま
で
稲
の
収
支
決
算
の
額
を
記
し
た
も
の
ら
し
い
と

さ
れ
て
き
た
が
、
今
回
裏
面
の
二
0
五
五
束
が
表
か
ら
裏
に
か
け
て
の
合

計
額
一
三
七

0
束
の
ち
ょ
う
ど
五
割
増
の
数
値
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た

こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
最
古
級
の
出
挙
の
記
録
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

な
お
、
小
敷
田
遺
跡
の
発
掘
調
査
報
告
書
『
小
敷
田
遺
跡
』
が
刊
行
さ

れ
た
。
木
簡
に
つ
い
て
の
報
告
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。
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小
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遣
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出
土
の
第
二
号
木
簡
（
本
誌
第
七
号
に
報
告
）
の
う
ち
、

こ
れ
ま
で
判
読
で
き
な
か
っ
た
五
文
字
が
、
保
存
処
理
後
の
赤
外
線
カ
メ

ラ
装
置
に
よ
る
撮
影
の
結
果
新
た
に
解
読
さ
れ
た
と
、
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九
九
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九
日
、
埼
玉
県
が
発
表
し
た
。
新
釈
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は
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の
通
り
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